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〈論文要旨〉
　吉田松陰における「生」の意義、また、松陰がどのような「死」を理想と認識していたかを
論考した。
　その結果、松陰における「生」の意義は、「義」の実践にこそある。これは『孟子』を中心と
する古代中国の経書より学んだ。また、志士的活動に失敗を重ね、教育的活動に目を向けざる
を得なかった松陰には、政治的活動に失敗を重ね、教育的成功を収めた孟子は、「憧憬」の対象
にまで高められた。また、吾が国の先哲では楠木正成を理想として、それは、「同一化」のレベ
ルにまで意識された。
　一方、「義」の実践の結果、迎えるであろう「死」に関し、松陰が理想としたのは、これまで
の研究で、是とされてきた「従容の死」ではなく、「慷慨の死」である。これは『靖献遺言』に
ある謝枋得の漢詩からの造語と思われる。松陰の言葉でいえば、「従容の死」＝「苦死」、「慷慨
の死」＝「甘死」であること等を解明した。
“The significance of ‘living’ ” proposed by Yoshida shoin 
and his ideal death
Masaaki KAWAGUCHI
〈Key words〉
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〈Abstract〉
　I have investigated “the significance of ‘living’ ” proposed by Yoshida shoin and his ideal 
death.  The investigation shows that “the significance of ‘living’ ” of shoin means “the practice 
of ‘justice’ ”, which he learned from ancient Chinese historical books, especially from The 
Discourses of Mencius.  
　While the “death” awaiting shoin has been thought to be “the death of calmness,” by putting 
“justice” into practice, the investigation clarified that he got to “the death of patriotic 
lamentation.”
　I have shown that shoin considered “the death of calmness” to be “the afflicting death” and 
“the death of patriotic lamentation” to be “the gratifying death,” and so on.
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はじめに　
現在に至るも、吉田松陰の死生観に言及した論考・著述は多い。
しかし、いずれも私の知的要求を満たしたものはない。　
私もこの問題をかつて論考したことがある。その際、死生観か生
死観かということからして随分と悩んだ。しかし、その時は、漠然と、人生というものはあくまでも「生」に重点があるのであり、決して「死」ではない、 考え、生死観 題して論考し
た
一。ところが、
浅学非才且つ人生経験の浅さ故か 論考に際し、重要と思われる、松陰のいう「甘 」 「苦
死
二」という言葉の概念さえも解明すること
ができなかった。　
その後、この問題が頭から離れることはな った。この度、ふと、
松陰の生死観を考えるには、あるいは、松陰は「生」というものにどのような意義を認めていたのかということから始 れば、 その 「慷慨の死」 「従容の死」 、 「甘死」 「苦
死
三」などの概念、また、松陰が理
想とした「死」を解明することができるの かと う思いを抱くようになった。　
それは、安政二年（一八五五）七月十九日、松陰が「我れに り
ては道を明かに 義を正し し、言ふべきを言ひ為すべきを為す
み
四」と記し、また、翌三年五月十四日には、 「人は道義の外に行く
べき処はな
し
五」と述べていることによる。
　
一方、 「死」に関しては、嘉永三年（一八五〇）八月、松陰に、 「君
臣の義を重んじ、忠諫して少しも曲げず、終に家絶え身亡ぶとも必ず云はん、世禄の士さこそあるべきこと
と
六」との一言がある。これ
は、萩藩主毛利敬親 御前での講義録ということもあり、若干、差し引いて考えねばならない一言 はある。しかし、松陰は「義」の実践という「生」 ためには、 「家絶え身亡」んでもいいと述べているのである。更に、翌四年二月二十日、 「常住座臥、死を常に心に存し置き候様仕ら て 如何様の不覚之れあるべくやと心懸け居り申すべく候へ
ば
七」と述べているところを見れば、松陰の「生」の
中で、 「死」というものは、常に意識にあったもので ことが分かる。　
そこで、 本稿では、 まず松陰はどのような経過で、 どのような「生」
の意義を自覚したのか。また、それは人 に、どう具現化されたのかを考察する。そ て、安政六年四月頃記した「甘死」 ・ 「苦死」概念及び「慷慨の死」 ・ 従容の死」と 関係を考え 松陰はどのような「死」を理想としつつ、 「死」を迎えた かを論 し い。「生」の意義の自覚　
弘化三年（一八四六）二月、十七歳の松陰は、 「人、壮なれば則
ち老ゆ。百年の間、黽勉の急ありて游優の暇な
し
八」と述べている。
　
また、安政三年三月二十五日には、 「断然国を出 て遊学をなす
如きは、俗事を廃去し、学事の外門を出でず、人に接せざることを
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ひて曰く、 『忠の道如何』と。曰く、 『忠の道は承順に非ず、趨走に非ず、惟だ中心のみ』 。曰く、 『中心とは何ぞや』 。曰く、 『実を以てして功名の為めにせざる 謂なり。縦令功名高大なりと雖も、実を以てせざれば、亦忠と為すべからず。故に君子は和して同ぜず 昔の忠臣皆然り。唐虞の時 群臣相和諧せり。然れども其の事を議するや、相兪
咈
して必ずしも同ぜずと。蓋し唐虞の臣善く忠の道を尽
せるなり。孟子曰く、難きを君 責む 、之れを恭 謂ひ、善を陳べ邪を閉づる、之れを敬と謂ふと。蓋し恭と敬とは忠の大なる のなり。夫れ危きに臨みて命を致し、国に殉じて家を忘るるには則ち勇を以て行ふ。然れども恭敬に至りては、其の勇ありて而も其の智なくんば、則ち能はず』 。曰く、 『然らば則ち智なきとき を尽すべからざるか』 曰く、 『愚者力 尽すに亦実を以て れば、即ち忠なり。然れども其の效、知者に若く能はず。然らば則ち大忠を尽さんと欲すれば、当に大道を学ぶべし 語に 学びて優なれば則ち仕ふ 。大忠を尽さんと欲するの謂な
り十二
』 」という。
得。 是れを以て心専らに志致して、 学も亦進むこと百倍するなり。 （中略）花柳詩酒に陥る如きは、真に道に志す者の必ず暇あらざる所なり
九」と記している。
　
これより、松陰はすでに十七歳時より、人生に「游優の暇なし」
と考える人間であったこと。また、 その十年後の二十七歳時、 「遊学」さえ、 「真に道に志す者」には、 「学」を「進」めることが目的でり、 「花柳詩酒 陥る」 「暇」などないと考える青年であったことが分かる。　
また、この間の、嘉永元年十二月に 、 「武士としては 義を守
り法を正し、孝悌忠信、礼儀廉恥の行を励み、深く文 に志し、常に武芸を玩び、古の忠臣義士に及ばん事を冀ふ。是れ則ち本分 職にして、御奉公の基本に
候
十」との一文を見ることもできる。松陰と
いう青年は 「御奉公」にのみ生きんとする人間であったことが分かる。そして、その「御奉公」とは、将 忠と忠
義十一
の実践であった。
　
忠概念に関し、松陰はすでに弘化二年、十六歳時に、 「或ひと問
一
　
拙稿「吉田松陰における理想的武士観について─その生死
観を中心として─」 （中国四国教育学会編『教育学研究紀要』第四一巻、一九九六年。 ）及び「吉田松陰の理想的生死観とその死について」 （人間環境大学人間環境学研究所編『人間と環境
－人間環境学研究所研究報告書』 第四号、 平成十一年。 ）
参照。
二
　「野村和作宛」 （山口県教育会編『吉田松陰全集』大和書房、昭和四十七年、 八巻、 三二〇頁。 ）以下、 同前集からの引用は、
「野村和作宛」 （ 『全集』八巻、 三二〇頁） 。のように略記する。
  
三
　
同前書。同頁。
四
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、六六頁） 。
五
　
同前書。三一五頁。松陰は「義」に関し、すでに嘉永三年
以前と思われる「未忍焚稿」に「義は宜なり。己れに発して自ら尽すを忠と為す。忠あれども義を知らざれば、宜に叶はぬ所あり。義を知 ども忠なければ、尽さざる所あり」 （ 「侍用武功」 『全集』一巻、一二〇頁。 ）と記し、安政二年三月は、 「士の道は義より大な はなし。義は勇に因りて行はれ、勇は義に因りて長ず」 （ 「士規七則」 『全集』二巻 三〇九頁。 ）と述べている。
六
　「武教全書講章」 （ 『全集』一巻、二八頁） 。
七
　「文武稽古万世不朽の御仕法立気付書」 （ 『全集』一巻、一六六頁） 。
八
　「観梅の記」 （ 『全集』一巻、四九頁） 。
九
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、二五六
─
二五七頁） 。
十
　「兵学寮掟書条々 二三五頁） 。
十一
　
拙稿「吉田松陰における理想的武士観について
─
その
『忠』概念を中心として
─
」 （中国四国教育学会編『教育学
研究紀要』第三九巻、一九九三年。 ）参照。
十二
　「人の忠を問へるに答ふ」 （ 『全集』一巻、四八頁） 。
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たことが分か
る十五
。それは、具体的には、 「修
身十六
」を主目的とし、 「恭」
「敬」＝「大忠」 「諫言」を二次目的とする学問、及び、学び得た学問の実践であった。また、安政四年四月十三日の、 「人を諫むる者安んぞ自ら戒めざるべけん
や十七
」との言を見れば、学問と諫言などの
実践は表裏一体であっ ことが分か
る十八
。
孟子志向　
では、 「大忠」と述べた「恭」 「敬」及び「諫言」など「道」の実
践を、松陰は何に学び、何を正邪の基準とし のであろうか。それは、安政二年正月十一日、兄宛の書中にあ 、 「人道の要領孔孟二先生に大抵言ひ尽され候。二先生 口にもれ候ても、歴代 先生方が皆言はれた。唯だ退いて読みさへすれば此の上なし 此の上なし十九
」との一文より、 「孔孟」を中心とする先哲の教えであったこと
が分か
る二十
。
　
また、実家杉家に『四書集註』があったにもかかわらず、野山獄
で松陰が敢えて『孟子』を取り上げ、講義・輪講を行っていることよ
り二十一
、私は「孔孟」の中でも『孟子』であったと考えている。
　
事実、松陰は野山獄での『孟子』講義において、安政二年六月十
三日、 『孟子』の「王何ぞ必ずしも利と曰はん、亦仁義あるのみ」なる一節を受け、 「今已に囚奴と成る、復た人界に接し天日を拝るの望みあることなし、講学切
劘
して成就する所ありと雖も何の功
效かあらんと云々。是れ所謂利の説なり。仁義の説に至りては然らず。人心の固有する所、事理の当然なる所、一として為さざる所なし。人と生れて人の道を知らず。臣と生れて臣の道を知らず。子と
　
松陰は「忠の道は」 「中心のみ」と述べ、 「承順」及び「趨走」を
否定する。そして、 『孟子』を引いて、 「難きを君に責むる」 「恭」と「善を陳べ邪を閉づる」 「敬」をあげ 恭と敬とは忠の大なるものなり」という。更に、最後に、 「大忠を尽さんと欲すれば、当に大道を学ぶべし」と断じている。　
また、 『講孟
劄
記』 、安政二年六月十三日の条には、 「世の君に事
ふることを論ずる者謂へらく、功業立たざれば国家に益なし 。是れ大いに誤なり。道を明かにして功 計らず、義を正して利を計らずとこそ云へ、君に事へて遇はざ 時は諫死するも可なり、幽囚するも可なり、飢餓するも可なり。是れ等の事に遇へば其の身は功業も名誉 無き如くなれども、人臣の道 失はず、永く 世の模範となり、必ず其の風を観感して興起す あり。遂には其の国風一定して、賢愚貴賤なべて節義を崇尚する如くなるなり 然れば其の身に於て功業名誉なき如くなれども 千百歳 かけて其の忠たる、豈に挙げて数ふべけんや。是 大忠と云ふな
り十三
」 との講義録がある。
　
松陰は「世」で「論」ぜられている「功業」を否定する。そして、
「道を明かにして功を計らず、 義を正して利を計ら」 ないことこそ 「人臣の道」と述べる。また 「君に事へ 遇は」ない「時」は「諫死」 ・「幽囚」 ・ 「飢餓」も「可」とし、そのような生き方こそ、 「人臣の道を失はず、 永く後世の模範とな」るという。その結果、 「国風 は「一定し」 、 「賢愚貴賤なべて節義を崇尚する如くなる」と記 る。そして、それは、 「其の身に於て功業名
誉十四
」はないように見えるが、
「千百歳へかけて」の「大忠」であると述べている。　
以上より、松陰における「生」の意義とは、 「義」の実践にあっ
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十三
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、二四頁） 。
十四
　
生き方に関し、松陰は安政二年十月十八日にも、 「命は
人力人智の及ぶ所に非ず。 故に是れを天に帰し天命と云ふ。天命なる上は天に任せ置きて人は只管道義をのみ守りさへすれば、死生窮達、順受素行、驚く も恐るる も及ばず」（ 「久保淸太郎宛」 『全集』七巻、三九一頁。 ）と述べ、また、同三年五月十四日にも、 「道義 従ひ 禍罪 遇ふは其道を尽すの極にして、凡そ人は の外に行くべき処はなし」 （ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、三一五頁。 ） 」と講義して
いる。松陰が生涯にわたって、 「道義」 （＝「義」 ） 生きんとしたことが分かる。
十五
　
後、安政六年七月、松陰は「一息苟も存し候間は一毫も
国家の為めに大義を枉げずと覚悟仕り候」 （ 上書」 『全集』五巻、七七頁。 ）と述べている。
十六
　
松陰は安政三年三月二十一日に、 「一度忠心起れども忽
ち利欲の念に奪はれ、一度 心起れども忽ち毀誉の間に蔽はる。 何ぞ深く性善の地 思い 致さざ 」 （ 「講孟
劄
記」 『全
集』三巻、二三九頁。 ）と述べ、更に、 年五月二 三にも、 「権の一字是れ中を執るの法にして、 全章の帰宿 り。余常に謂へらく 聖人の道は人倫を明かにするにあり 明の工夫、是れ権の功なり。 （中略 後漢 趙苞の如く、三国の徐庶の如く 不幸にして人倫の変に遇ひたる時は軽重を衡り、或は仕を辞して親に随ひ、或 国に殉じて家を顧みざる。皆時と勢とに因りて義を生ずる。是れ権なり。故に徒らに忠孝 道を学びて 権の字に心付かざれば、不忠不孝に陥ること多し。 是れを憂ふ。故に古今 の変に遇ひて、或は善く権して其の義を全う 、或は権すること能はずして其の義を闕く類 事跡を類輯して 書となし、略ぼ論断を加へて自ら観省に備へんと欲す」 （同前書三四三頁。 ）と述べ いる。こ 「一たび成」った「路」を「絶えざらしむ」こと、 「権の字に心付」 こと、また生来的に「我れに在る （同前書、三一五頁。 ） 「性善の地に思い 致」す作業こそ「修身」のため 学問奨励であっ
た。
十七
　「幽室随筆」 （ 『全集』四巻、二五二頁） 。松陰はすでに弘化三年に「諫言」に言及し、 「苟も其の学を之れ純正にせざれば、則ち上は以て主心の非を格すなく、下は以て同僚の善を責むるなし」 （ 「松村文祥 送る序」 『全集』一巻、七〇頁。 ）と述べている。
十八
　
拙稿「吉田松陰における理想的武士観について─その諫
死論を中心として─」 （中国四国教育学会編『教育学研究紀要』第三八巻、一九九二 。 ）参照。 陰は、安政二年八月九日、 「夫れ孟子の和気と、今人の薄情と、其の起る所何事ぞと尋ぬるに、物を愛するの心と、己れを衒ふの心と、其の途を異にするに由る 然らば有志の士、物を愛するを以て心とし、切に己れを衒ふ 念を禁遏すべし （ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、一〇三頁。 ）と述べている。ここに
も、松陰の学問の目的の一端を見ることができ 。
十九
　「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』七巻、三三五頁） 。
二十
　
だからといって、松陰が幼少時より、 『孟子』一辺倒だっ
た訳ではない。安政二年正月某日には、 「経学」を説く兄梅太郎と「歴史」を是とする松陰 の間で論争があった松陰は「経学へ基かぬ学文にては捌け申さずとの御事 寅も左様思はぬにても御座なく候。象山翁経学者にて、往年従遊せし時も論語を熟読すべき由段々かたり、寅其の時は甚だ然らずと申し、歴史を読んで賢豪 事を観て志気を激発するに如か のみ申し居り候処 象山云はく、 『夫れでは間違が出来る』 と。然れど 遂に其の言 従 ず。 （中略）又肥後に到りし時、横井平四郎が党某 頻り 寅に経学を進む。又平四郎が学風も大略承り置けり。朱子学 すると言ふ日に 、 今の明倫館あたりの風 少し憾みあり。夫れでも寅も一つ遣て見よう と思はぬにてもなし 然れども史を観るの益あるに若かずと思ふ心遂に止まず」 （ 『全集』三巻、 三四九─三五〇頁。 ）と兄に送っている。 かし、後、同年四月二十四日、同じく兄 あて、松陰は、 「鄙見は処置の急は孟子に若くはなし 其の要二つ、万民を安ん
ず。天下の才を得るにあり、 多士を来たす」 （ 『全集』七巻、三六四頁。 ）と述べている。この変化の原因は、同四月十二日より、同囚相手に『孟子』の講義を行ったことであろう。教えるという作業を通して、松陰の中で『孟子』理解が深化したことが分かる。また、同四月二十五日（カ） 、土屋蕭海あての書翰には、 「幽囚中夜々孟子を講ず、同囚皆皆憤励し戎狄を視 こと豺狼 如く 諸夏を見ること兄弟の如し。ここに於てか人心の磨滅すべからざる 知 」（ 『全集』七巻、三六七頁。 ）とあり、松陰が教育の効果に学んでいることが理解できる。
二十一
　
松陰は、安政二年四月十二日より六月十日にかけ、同
囚相手に『孟子』の講義を行い、直後の六月十三日より同囚と『孟子』の輪講を開始している。この時の輪講の「劄
記」が、現在に伝わる『講孟
劄
記』である。なお、
萩市松陰神社で史料調査をした近藤啓吾氏によれば、 「先生（川口註：松陰のこと）がこの『孟子』の講義に使用された『孟子』について記しておこう。従来これ ついて紹介したものなく、既にその書物は失われたとさえ言われていたのであるが、先般、松陰神社のご厚意によって、同書を拝見すること できた。それは、 『天保八歳丁酉曙春再刻』の刊記がある小 板 四書集註』 うちのそれである。小松板『四書』には、書き入 用として上部の余白を特に大きく作ってい ものがあるが、右もそれであって、 『大学 『中庸』合せて一冊 論語 二冊、『孟子』三冊、計六冊を一
帙ちつ
に収めている。 『四書』のど
れにも先生の自筆の書き入れがあるが、 『孟子』 は殊に多く、かつその各章の初めには、第一章、第二章 または一、二 三等の番号が記されており、 講孟
劄
記』
との深い関係を知らしめるも である」 （近藤啓吾 講孟
劄
記（下） 』講談社、 昭和五十五年、 六四五─六四六頁。 ）
とある。
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また、 同講義中、 孟子に関しては、 安政二年七月十九日の条に、 「○
吾れの魯侯に遇はざるは天なり。此の一語、是れ孟子自ら決心して天に誓ふ所なり。故に時に遇ふも遇はぬも、皆天に任せて顧みず。我れに在りては道を明かにし義を正しうし、言ふべきを言ひ為すべきを為すのみ。是を以て孔孟終身世に遇はず て道路に老死すれども、是れが為めに少しも愧づることなく倦むことなし。今吾が輩の幽囚に陥りて孟子を読む、宜しく深く此の 知るべ 。 （中略）孟子自ら遇不遇は天 任せ 、斯の道を明か するの本志を云ふ。（中略）仁義を先にして利を後に
す二十七
」と述べている。
　
安政元年三月の下田事件失敗後の翌二年七月の時点で、遊説最終
国であった魯で、孟子が、高弟楽正子の斡旋にも かわらず、臧倉の妨害により平公と面会できなかった際 口にしたという、 「吾れの魯侯に遇はざるは天なり」を、松陰が講義録 リードとしていることは、実 興味深い。　
松陰はこれに続け、 「時に遇ふも遇はぬも、 皆天に任せて顧み」ず
「仁義を先にして利を後に」するという孟子の「斯の道 明かに」せんとの「本志」を賛美する。一方、 「我れに在りては道を明かにし義を正しうし、言ふべきを言ひ為すべきを為すのみ」と 、だから、俺も孟子のように、生きんとの決意表明 あろう。また、 「是を以て孔孟終身世に遇はずして道路に老死すれども、是れが為めに少しも愧づることなく倦む なし。今吾が輩の幽囚に陥りて孟子を読む、宜しく深く此の義を知るべ
し二十八
」とは、己の蹉跌続きの人生
と孟子のそれを重ねていること、これこそ 松陰がすでに『孟子』のみならず、孟子そのものに学んでいる証拠であろ
う二十九
。
生れて子の道を知らず。士と生れて士の道を知らず。豈に恥づべきの至りならずや。若し是れを恥づるの心あらば、書を読み道を学ぶの外術あることな
し二十二
」と述べ、 同年十一月十二日にも、 『孟子』の「大
人は言、信を必とせず、行、果を必とせず、惟だ義の在る所のままにす」を引いて、 「人に三等あり。下等の人は義に合はず信な果ならざる 徒にて、是れ妄人なり。中等の人は信を必とし果 必とし、未だ必ずしも義に合はざるの徒にて、是れ游侠の類なり。上等の人は即ち本文の所謂大人に 、信を必とせ 果を必とせず、惟だ義の在る所に従ひて行ふ 人なり。若し汎く人品 論ぜば、中等の人も亦得易きに非ず、軽んずること かれ。然れども学 なすに至りては、上等を捨てて何をか学ば
ん二十三
」と語り、出獄後の翌三年三
月二十六日、 同じく、 『孟子』 「仁は人の心 り 義は人の路 り」に対しては、 「人心 根本を尋ね出せば、 の一字に尽せり。義は即ち人の行く所、 の行く所即ち義な
り二十四
」と述べている。
　『孟子』の性善説を是とする松陰は「人心の固有する所、事理の当然なる所」である「仁義」は「一 為さ 所なし」という二十五。それは、 「人の道」 、 「臣の道」 、 「子の道」 、 「士の道」という。
そして、それを知らないことは 「恥づべきの至り」と続け 「若し是れを恥づるの心あらば、書を読み道を学ぶ 外術あることな 」と述べている。また、それは 「惟だ の在る所に従ひて行ふ ことであると述べ、更に、 「人心の根本」 「仁」であり、 「義 こそ「人の行く所」であり、 「人の行く所即ち義なり」と断じている。　
これより、松陰が『孟子』に、人は 仁義」 、とりわけ、 「義」に
生きるべきことを学んだことが分か
る二十六
。
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は「孟子」が「自任し」 、且つ、 「又千万世に向ひて吾が輩を呼び醒すの語」 といい、 「我が輩宜しく驚起して道を傾け肝に銘ずべし。 （中略）今吾が輩断然自ら任ぜずんば 何ぞ後世に待つことを得んや」と決意を披瀝する。そして最後を、 「抑
〻
吾が長門の国たる、西海
の陬にあり、海を隔てて西、鄒・魯と対峙す」として、 「鄒・魯の聖賢を喚び起すこと固より長門人の任なり と断ずるのであ
る三十一
。
　
以上より、松陰が『孟子』に「義」の実践という「生」の意義を
学び、やがて、志士的活動失敗後、政治的活動に失敗した孟子 共感を覚え 更に 教育 成功 おさめた孟子に憧れを抱くようになったことが分かる。これは、将に 「憧憬」であり、松陰 、孟子の人生そのものに己のそれ 重ね、孟子のような生き方をする との
　
更に、翌三年六月十三日の条には、 「○然り而して爾あることな
ければ、則ち亦爾あることなからん。此の語孟子自任し、又千万世に向ひて吾が輩を呼び醒すの語 り。我が輩宜しく驚起して道を傾け肝 銘ずべし。 （中略）今吾が輩断然自ら任ぜずんば、何ぞ後世に待つことを得んや。 又何ぞ往世に泝ることを得んや。 唯だ是れ人々七十年中の重任なり、忽せにすることなかれ。抑
〻
吾が長門の国た
る、西海の陬にあり、海を隔てて西、鄒・魯と対峙す。鄒・魯の聖賢を喚び起すこと固よ 長門人の任な
り三十
」とまで記している。
　
これは将に松陰の孟子志向を語っている。ここで、松陰は、生涯
孔子を崇敬した孟子の、 「然 而して爾あることなければ、則ち亦爾あることなからん」 との語をリードとしてあげ 。また、 「此の語」二十二
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、二七頁） 。
二十三
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、一七七
─
一七八頁） 。
二十四
　
同前書。二五九
─
二六〇頁。この日の講義で、松陰は
「朱註に中庸の『道は須臾も離るべからず』の意を取りて是れを解す、尤も親切なり。味ふべし」 （同書。二六〇頁。 ）とも述べている。
二十五
　
同年五月二十九日、松陰は「道は身の本尊にて、身の
尊き所以は道にあり」 （ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、三六
一頁。 ）と述べている。
二十六
　
松陰は、安政二年七月六日に「已に書を読み道を聞く
を得ば、此の学を勤め此の志 励まざるべけんや」 （ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、五〇頁。 ）と述べ、同八月三日に
は、 「余至愚たりと雖も、 誓つて古道を身に行は と欲す。是れ等実に至要至急の事なり」 （同前書 八九頁。 ）と教えている。 「道（古道） 」＝「義」の「実践」 奨励していることが分かる。
二十七
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、六五
─
六六頁） 。
二十八
　
なお、安政元年十一月十三日、松陰は兄杉梅太郎にあ
て、 下田事件の失敗を、 「朱雲の張禹を斬らんことを請ひ、胡銓の秦檜を斬らんこと 請ふ、而して一は自後復た仕へず、一は辺裔に貶竄せらす、亦何をか漢・宋に益せ 。赤穂義士は讐を復して死を賜ひ、伯夷・叔齊は暴を悪みて餓死す、亦何をか益せん。故に君子はかくいはず、聖人は百世の師なり云々と云ふ。是れ弟が輩の為す所、 朱・胡がする所に比すれば、頗る万全を期す。然れども事敗れて此に至りしは天 。是れを以て議 る ぞ多言せん」 （ 「兄杉梅太郎宛」 『全集』七巻、二五八
─
二
五九頁。 ）と述べ いる。松陰が孟子の事跡 知っていた証左であろう。
二十九
　
松陰はこの前後の安政二年八月六日、 「孟子の仕ふる、
道の為めにして身の為めに非ず」 （ 「講孟
劄
記」 『全集』
三巻、九四頁。 ）とか、同月二十六日には、 「正人心の三
字に帰す。是れ乃ち孟子終身自ら任ずる所茲にあり」 （同前書。一三九頁。 ）とか、 「孟子時に遇はずして自ら道を屈せざることを明す」 （同書、 一四二頁。 ）と述べている。
三十
　　
同前書。四二二頁。
三十一
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、四二二─頁） 。同年三月二
十二日、松陰は、 「孟子は事実上の教なり。孟子の人を教ふる、始終人の性善を引起すことを主とす。 （中略）故に孟子の書を読む者 真 心 斯に留め議論に渉らず、只だ事実を学ぶべし。先づ己れの性 真に善と篤信し良心の発見、惻隠・羞悪・恭敬・是非等を拡充し、或は物欲邪念起ることあらば速かに良心 尋ね来り、其の自ら安んじ自ら快き所 求め、悔吝 なき如くすべし。人を教導するに於て亦然り。然るときは性善の外復た気質の説を借ることなし」 （同前書。二四六頁。 ）と述 ている。
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せる、陳公の外は狗鼠の輩。安んぞ楠公其の人の如きを得て、弊習を洗尽くて一新せしめん。独り碑前に跪いて三たび歎息し、満腔の客気空しく輪
囷
す三十七
」と詠んでいる。
　
ここで松陰は「道のため義のために」生きるとの覚悟を披瀝して
いる。 「誓つて斯の賊と共に生きじ」とは、松陰の天皇尊崇なる思想的立場表明であろ
う三十八
。これが松陰の「生」の意義である。 「且く
躊躇して行くに忍びず」とは、かねてより敬慕した「嗚呼忠臣楠子の墓」を拝しての感激の吐露であろう。また、 「今朝野雷同を悦び」とは当時の、 足利尊氏を是とする世論への悲憤慷慨である。 更に、 「書を読むも已に道を衛るの志なければ、事に臨み 寧んぞ義を取るの功あらん」との一節は、正邪の判断基準を「書」 、と わけ、 『論語』『孟子』に求めた松陰の学問態度を示している。　
そして、このような楠公敬慕の行き着いたところが、安政三年四
月十五日に記した「七生説」である。
天の茫々たる、一理ありて存し、父子祖孫の綿々たる、一気ありて属く。人の生るるや、斯の理を資りて以て心と為し、斯の気を稟けて以て体と為す。体は私なり、心は公なり。私を役して公に殉ふ者を大人と為し、公を役して私に殉ふ者を小人と為す。故に小人は体滅し気竭く ときは、則ち腐爛潰敗し 復た収むべからず。君子は心、理 通ず、 滅し気竭くるとも、而も理は独り古今 亙 天壌を窮め、未だ嘗て暫くも歇まざるなり。余聞く、贈三位楠公の死するや、其の弟正季を顧みて曰く、「死して何をか為す」 。曰く、 「顧はくは七たび人間に生れて、以て国賊を滅さん」 公欣然として曰く、 「先づ吾が心を獲たり」
思いを抱くまでになったことが理解できるのであ
る三十二
。
楠木正成志向　
弘化四年、十八歳時に、 「吾れの位と為せる所は、身を処するに
仁を以てし、志を練るに義を以てし、治には以て国の干城となり、乱には以て君の爪牙となる、其れ是れの
み三十三
」と、武士としての覚悟
を披瀝した松陰が、我が国で理想とした人物は誰であろうか。それは残された史料を見れば、容易に 解できる。楠木正成であ
る三十四
。
　
その楠公賛美の嚆矢は、今、年月日が確認できるも では、二十
一歳時の嘉永三年八月二十日、藩主毛利敬親への御前講義である。この時、 松陰は山鹿素行の「武教全書
　
守城」を講義した。その際、
「勝敗は兵家の常なれば、楠公の如き名将にても、時の勢にては湊川の討死もあるも なり。唯だ其 心定めは勝敗の能く動かす所に非
ず三十五
」と、正成の名前をあげている。
　
その後、嘉永四年三月十八日、江戸行き途中の「湊川」で、 「楠
公の墓を拝し」 、 「舜水の撰ぶ所の贊、碑面の嗚乎忠臣云々の石
摺三十六
」
を購入している。その三日後の二十一日、松陰は伏見で、 「道のため義のためにす豈に名を計らんや 誓つて斯の賊と共に生きじ。嗚呼忠臣楠子の墓、吾れ且く躊躇して行くに忍びず。湊川の一死 魚水を失ひ、長城已に摧け事去りぬ。人間生死何ぞ言ふに足らん、頑を廉にし懦を立たしむ公は死せず。如今朝野雷同を悦び、僅かに圭角あれば乃ち容れず。書を読むも已に道を衛るの志なければ 事臨みて寧んぞ義を取るの功あらん。君見ずや満清 全盛宇内に甲たりしも、乃ち幺麼の破砕せるところとな 江南十万竟に何 か為
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で、則ち亦涙を下す。噫、余の楠公に於ける、骨肉父子の恩あるに非ず、師友交遊の親あるに非ず。自ら其の涙の由る所を知らざ なり。朱生に至りては則ち海外の人、反つて楠公を悲しむ。而して吾れ亦 を悲しむ 最も謂れなし。退い 理気の説を得たり。乃ち知る、楠公・朱生及び余不肖、皆斯の理を資りて以て心と為す。則ち気属かずと雖も、而 心は則ち通ず。是れ涙の禁ぜざる所以 余不肖、聖賢の心を存し忠孝の志を立て、国威 張り海賊を滅ぼすを以て、妄りに己が任と為し、一跌再跌、不忠不孝の子となる、復た面目の世人に見ゆるなし。
とて耦刺して死せりと。噫、是れ深く理気の際に見ることあるか。是の時に当り、正行・正朝の諸子は則ち理気並び属く者なり。新田・菊池の諸族は気離れて理通ずる者なり。是れに由りて之れを言はば、楠公兄弟 徒に七生のみならず、初めより未だ嘗 死せざるなり。是れより其の後、忠孝節義の人 楠公を観て興起せざる者なければ、則ち楠公 復た楠公を生ずる者、固より計り数ふべからざるなり。何ぞ独り七たびのみならんや。余嘗て東に遊び三たび湊川を経、楠公 墓を拝し、涕涙禁ぜず。其の碑陰に、明の徴士朱生の文を勒するを観るに及ん
三十二
　
松陰が、 「仁」を説いた孔子に対し、それに「義」を
加えて、 「仁義」 、とりわけ、 「義」を強調した孟子に引かれたことは、 この意味においても理解できる。 かし、だからといって、松陰が『孟子』を全て是とした訳ではない。安政二年六月十三日には 「我が邦は上
　
天朝よ
り下列藩に至る迄、千万世世襲して絶えざること中々漢土などの比すべきに非ず。故に漢土の臣は縦へば半季渡りの奴婢の如し 其の主の善悪を撰んんで転移す固より其の所なり。我が邦の臣は譜第の臣なれば、主人と休戚を同じうし、死に至る 雖も主 棄てて去るべきの道絶えてなし」 （ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、二四
─
二
五頁。 ）と述べ、また、安政三年六月以後には、 「漢土は人民ありて、 然る後に天子あり。皇国には神聖ありて、然る後に蒼生あり。国体固よ 異 君臣何ぞ同じからん」 （ 「講孟
劄
記評語の反論」 『全集』三巻、 四五三頁。 ）
と記しており、孟子の生きた古代シナと我が国の国体違いは認識していた。また、孟子に対しても 、安政二年六月十三日の講義で、 「孔孟生国 離れ 他国に仕へ給ふこと済まぬことな 。 凡そ君と父とは 義一な我が君を愚なり昏なりとして 生国を去りて他に往き君
を求むるは、我が父を頑愚として家を出でて隣家の翁を知とするに斉し。孔孟此の義を失ひ給ふこと、如何にも弁ずべき様なし。 （中略）我れ孔孟を起たして、与に此の義を論ぜんと欲す」 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、二三
─
二五頁。 ）と述べ、また、同九月七日にも、 「余謂へら
く、舜実に此の事なくして、孟子此の論を発せば聖人誣ふると云ふべし。舜実に此の事ありて、孟子此の論を発せば聖人に阿ると云ふべし」 （同前書。 『全集』三巻、一六八頁。 ） 記し、批判している
三十三
　「平田先生に与ふる書」 （ 『全集』一巻、二一二頁） 。
三十四
　
私は、松陰が理想としたのは、楠木正成を筆頭とし、
それ以下、生涯「先師」 敬慕した山鹿素行、また 赤穂義士であったと考えてい 。これに関しては、下程勇吉もその著 『吉田松陰の人間学的研究』 （広池学園出版部、昭和六十三年、一九九頁。 ）に同様な見解を述 い 。
三十五
　「籠城の大将心定めの事」 （ 『全集』一巻、二七頁） 。ただし、 「弘化二年松陰が十六歳のころから 嘉永四年二十二歳のころまでの諸種の文稿・詩歌および明倫館兵学師範としての立場にあって述べた策論等を包含し ほかに他書よりの抄録も添えてある」 （ 「解題」 『全集』一巻
三六一頁。 ） 「未焚稿」の中に「著作年月未詳」の「南北興亡論」がある。そこに、 「凡そ戦の道、屈伸の理、変化の妙、時として処として存せざるはなし。而も諸将の中、善く斯の理に明かなる者は独り楠公のみ、其の他は則ちなし。其の言に曰く、 『勝敗は常なり、少挫折を以て其の志を変ずべからず』と」 『全集』一巻 三一一頁。 ）とある。あるいは、 これが楠公賛美の嚆矢かもしれ い
三十六
　「父叔兄宛」 （ 『全集』七巻、三八頁） 。この「石摺」に関し、松陰は江戸着後、 「此 一幅湊川にて買得 当地へ参り候て表装仕り候。 （中略）懸物類は兼ては飽く迄きらひに御座候へども、此の幅は玩物の訳とも違ひ座右の銘にも代 故奢り申し 幸便に付きさ 送り候間、御両家間其の御志在らせられ候方へ御懸け成され候様存じ奉り候。百非・鈞等が画と 並べ懸けらるるも にては之れある間敷く存じ奉り候」 （ 「父叔兄宛」 （ 『全集』七巻、七〇頁。 ）と書き送っている。松陰 楠公敬慕が分かる。
三十七
　「東遊日記」 （ 『全集』九巻、一一七
─
一一九頁） 。
三十八
　
拙稿「吉田松陰の天皇観」 （藝林會『藝林
　
第五十八
巻
　
第一号』平成二十一年。 ）参照。
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随」う生き方をして、 「腐爛潰敗」してよかろうか。いけない。 「必ずや」 、 「楠公兄弟」のような「心、理と通ず」る「君子」の生き方をする。そして、 「後の人」が、そんな「余」の生き方を 観」ることで、 「興起せしめ」る。それは、 七生に至」って、 「而 後可と」するのみ ある。しかし、それは全て今後の 我れ」の覚悟に「在り」 、と述べるのである。　
以上、この「七生説」などより、松陰がすでに単なる楠公志向と
いうレベルではないことが分か これは、将に、今日の心理学でいう「同一
化四十
」であり、松陰が、敬慕する楠公そのものになる、と
の意識をもっていたことが分か また、 「生 中心にある「義」の実践に関しても、 藩主毛利敬親 共
に四十一
、 楠公同様、 天皇への「忠」 、
また「朝廷」への「忠義」という方向性も、 っかと自覚 いたことが理解できるのであ
る四十二
。
「義」の実践と死　
では、上述したように、十九歳時より、武士として、 「義を守り
法を正し、孝悌忠信、礼儀廉恥の行を励み、深く文学に志し、常に武芸を玩び、古の忠臣義士に
及四十三
」ぶことが願いという松陰は、具体
的にどのような「生」を生き であろうか。　
松陰が生涯「作輟」なく実践したのは 間違いなく「学問」であ
る四十四
。松陰は嘉永二年五月に 「己れを正すの学、勤めずんばあるべ
から
ず四十五
」と記し、また、翌三年八月二十一日には、 「太平無事の日
に当りては、専ら文学に志し、義不義 不忠の事、礼儀廉恥の行を励み、心を鉄石の如く 鍛錬
し四十六
」と述べている。これより、松陰に
然れども斯の心已に楠公諸人と、斯の理を同じうす。安んぞ気体に随つて腐爛潰敗するを得んや。必ずや後の人をして亦余を観て興起せしめ、七生に至りて、而る後可と為さんのみ。噫、是れ我れに在り。七生説を作
る三十九
。
　
松陰はいう。 「湊川」で「楠公の墓を拝し」 、 朱舜水の勒銘を「観」
た際、 「涙」を「禁」ずることができず、 その際には、 その「由る所」が分からなかった。その後、朱子の「理気の説を得」て、 「天」には「一理」が「存」し、 父子祖孫」には「一気」が「属」いていることを知った。つまり、人間はこの「理」を 資」って 心 とし、この 気」を「稟けて」 「体」となしている。だから、 「体は私」であり 「心は公」である。また、 「私を役して公に殉ふ者」を 大人」という。逆に、 「公を役して私に殉ふ者」は「小人」である。 小人」という者は「体」が「滅し気」が「竭くるとき には 腐爛潰敗」する。しか 君子は心 理と通」じているので、 「体」が「滅し気」が「竭」きたとしても、 理は独り古今に亙り天壌を窮め、 未だ嘗て暫くも歇ま」ない。とすれば、 七たび人間に生れて、以て国賊を滅さん の「理」を「心」 した 楠公兄弟は徒」 「七生のみならず、 初めより未だ嘗て死」んで いないのである。一方、「余」は「不肖」ではあるが、 「楠公・朱生」同様、 「斯の理を資りて以て心と為」している。だから、 気 は 属」いていないとはいえ、 「 は則ち通」じている、ということが分かった。つまり、私の「心」は「已に楠公諸人と、 斯の理を同じ くするものであると。　
そして、松陰は最後を、 「小人」のように、 「安んぞ気」や「体に
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れていたことは間違いない。
  
　
一方で、安政五年二月七日、 「未だ自ら治めずして而して能く君
を正す者あらざるな
り四十九
」と述べているところを見れば、松陰が、学
問に、 「諫言」の め、 「自」らを「治め」るという、二義的目的も自覚していたことは間違いなかろ
う五十
。
とり、学問とは「修身」を第一目的とするものであったことが分かる四十七
。また、安政三年三月二十六日、 「学問の道は他なし、其の放心
を求むるのみ」という『孟子』本文を受け、 「此の語、親切着実以て加ふるこ な
し四十八
」と述べていることより、この「修身」に、時に
「物欲邪念」に覆われる自分の「良心を尋ね」 、取り戻す作業も含ま
三十九
　「七生説」 （ 『全集』二巻、三九五
─
三九七頁） 。この間
の安政元年十二月十六日には、松陰は妹千代にあて、 「日本は武国と申し候てむかしより勇気を重しと致し候国にて、殊に士は武士と申し候へば別して勇が大切にて、小供へいとけなき折からこの事をを へこみ候事肝要に候。 （中略） 楠正成ぢやの新田義貞の加藤清正のといふ事、小供に覚えさせ候がよろしく候」 （ 『全集』七巻、三〇一─
三〇二頁。 ）と、幼児教育の一環として「楠公」教育
提唱している
四十
　　
「同一化」とは、一般的に、 「同一視ともいう。特定の他者のある側面、あるいはそのすべてを自分の中に取り入れ、その他者の考え方や感情・行為と同じように考えたり感じたり行動しようとすること。なお、 一化は、防衛機制としてではなく、人間の発達の過程でも重要な役割を果たす」 （重野純編『キーワードコレクション
　
心理学』新曜社、一九九七年、二三四頁。 ）といわれる。
四十一
　
後、安政六年五月二日、松陰が「亡邸・入海以来 近
日勤王の諸策に至るまで、過激なりと雖も、過憤なり雖も、吾れの心赤、一毫も吾が公に負かず」 （ 「知己雑言」『全集』五巻、 三一〇頁。 ）と述べているところを見れば、「忠」の第一の対象が藩主毛利敬親であったことはいうまでもない。
四十二
　
事実、松陰はこの後も、安政三年四月十八日には、 幽
囚の室、半間に膝を容れ、右に『三余読書』の四字を題し、左に『七生滅賊』の四字を題す。日夜優悠として其の間に坐臥す」 （ 「続二十一回猛士 説」 『全集 二巻、
三九七頁。 ）と記し、同五年九月には、 「皇臣の模範は新田・楠・菊池等の如く、一家の血肉を以て国に殉じてこそ僅かに可なりと謂ふべし」 （ 「読綱鑑録」 『全集』五巻、八八頁。 ）と述べ、同六年四月十三日には、 「楠正成公ぢや大石良雄ちやのと申す人々は、刃ものに身を失はれ候へども今以て生きてござる 乃ち刀のちんぢに折れた證據でござる」 （ 「妹千代宛」 （ 『全集』八巻、三〇四頁。 ）と書き送り、更に、安政六年六月にも、 「世に楠判官微かりせば、 君子の義まさに蕪れ ん す」 （ 「縛吾集」 『全集』六巻、二六六頁）と 楠公賛美を続けている。なお、今となってはテキストクリティークのできない史料ではあるが、安政四年松陰に十五歳で「入門」した品川彌二郎に、 「先生は歴史を読むには自ら歴史中 人物にならねばいかぬ、楠氏を読め 正成の心持ちで、此事には如何に処すべきであらう 、又如何 せねばならざりしやと心を練り、足利氏を読めば尊氏の心持ちをして読まねばならぬ、 最も悪を学ぶは忌むべきことであるけれども、其境遇、其位置に己が身を置かね 心を練ることが出来ないと常に戒められて居たのである、或る時、例刻より少々早く塾に行つた処、読書の声 するので誰が来て居るかと思ひつゝ、内に入りしに十二三歳の小
供（ママ）
が先生の
前に居て国史略を聞き居りし （先生は一人で 書さるゝ事なく何時も誰か相手があつた）此時余にも聞けよとのことであつた故に、進むで聞き居 し 恰も楠公討死の段であつて先生は頬に涙を垂れて居られたが此の僅十二三歳 小
供（ママ）
を教へらるゝにも、やつはり斯の如きで
あるのは常に謂はれて居た如く、自ら其境に在るの心をして読まるゝを以てである、又余が二十一代史を授かりたる時に、岳飛死して金人酒を酌んで喜ぶ段の時にも、先生は涙を垂れられ滂沱たるをよく記憶して居るのである、実に先生の教育は松下村塾記〈後述〉にもあるが如く、学は人の人たる所以を学ぶものなりとせられ たものである」 （福本義亮『吉田松陰之殉国教育』誠文堂、昭和八年、三二
─
三三頁。 ）との談話があることを付記
しておく。なお、 引用史料中の〈
　
〉は割り注。以下、 同。
四十三
　「兵学寮掟書条々」 『全集』一巻、二三五頁。
四十四
　
松陰は「志を持すと云ふは、吾が聖賢を学ばんとする
の志を持ち詰めて片時も緩がせなくすることなり。学問の大禁忌は作輟なり。 （中略）故に片時も此 志を緩がせなくする 、 其の志を持すと云ふ 「講孟
劄
記」 『全集』
三巻、七六頁。 ）と述べている。
四十五
　「講義存稿三篇」 （ 『全集』一巻、九六頁） 。後、安政年六月十三日にも、松陰は「修身・斉家・治国・平天下は大学の序、 決して乱 べきに非ず」 「講孟
劄
記」 『全集』
三巻、二四頁。 ）と講義している。
四十六
　「籠城の大将心定めの事」 （ 『全集』一巻、二六頁） 。
四十七
　
安政三年九月四日、松陰は「学は、人たる所以を学ぶ
なり」 （ 「松下村塾記」 （ 『全集』二巻、四三六頁。 ）と記している。
四十八
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、二六一頁） 。
四十九
　「幽室日抄」 （ 『全集』四巻、二八〇頁） 。
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独り身坐するのみ』と申す心得にて、事成らば上は皇朝の御為め、下は藩主の為めにもなるべく、もし事敗れ候へば私共首を刎ねらるるとも苦しからず、覚悟の上なりと、始終申立候故、甚だ立派にて、吏も舌を巻き、国に報ずるの志、さもあるべしと感心いたし
候五十九
」と
述べているところを見れば 日本国への「忠義」の実践であっ
た六十
。
また、松陰は、同五年六月十八 には長州藩の同志益田彈正にあて、「丑寅の際は、実に一死恩に報いんと欲せしも、無智浅謀にして、恩未だ報いるに及ば
ず六十一
」と送っている。よって、同時に、藩主毛利
敬親への忠の実践でもあった。　
この後、松陰は野山獄、蟄居時代及び松下村塾において、教育に
没頭す
る六十二
。これも孟子を慕っての「義」の実践と見ることもできよ
う六十三
。
　
一方、安政五年九月九日、松陰は松浦松洞へ対し、水野忠央暗殺
を教示し、ここに松下村塾は政治集団化す 。その後、松陰は大原策・清末策・伏見策と、次々と具体的政治行動を表明・指示する。しかし、これらは結果的 全て失敗に終わる。そして、松陰は、同年十二月二十六日、 「学術純なら
ず六十四
」との理由で、野山獄へ再収
監される。　
在野山獄の松陰に追い打ちをかけるかのように、安政六年正月十
一日頃、在江戸の門人高杉晉作 久坂玄瑞らから、安政五年十二月十一日付けの、時期尚早を説く血書が届
く六十五
。松陰がそれを読み、激
昂したことはいうまでもない。 松陰は 「今日は亡友重輔が命日なり。僕生を獄舎に偸み、亡友に九泉に恥づるなり」として 「吾が輩皆に先駆けて死んで見せたら観感 て起るものもあらん。夫れがなき
　
では、嘉永四年の藩邸亡命、安政元年の下田事件、そして、同六
年に「死」を現実のものとして想定せざるを得なくなった際の、松陰の「生」の実践は如何だったのであろうか。　
藩邸亡命とは、松陰が肥後藩士宮部鼎蔵らとの約束を優先し 藩
の「過書の下付を待たず」に、 「藩邸を亡命して江戸
発五十一
」し、 「東
北遊」旅行に出かけた一件 いう。こ 結果、翌嘉永五年十二月、松陰は「御家人召
放五十二
」 、つまり、士籍剥奪、世禄没収の刑に処せら
れた。　
出発前、松陰が藩の「邦典の
重五十三
」さと「丈夫の一
諾五十四
」との間で苦
悩したであろうことは想像 難くない。しかし、松陰は「官若し允さずんば吾 必ず亡命せん。ここに於て遅疑せば、人必ず長州人は優柔不断なりと曰はん。是れ国家を辱むるなり。亡命は国家に負くが如しと雖も、而も其の罪は一身に止まる。之れを国家を辱むる比すれば得失何如ぞ
や五十五
」として、 「亡命」を取った。これが、松陰
にとっての「義」であっ ことが分か
る五十六
。
　
では、 「墨使」 「膺
懲五十七
」を目的とした下田事件の際は如何であろう
か。　
安政元年晩秋、 松陰は 「吾れ微賤なりと雖も、 亦皇国の民なり。 （中
略）義として身家を顧惜し、黙然坐視して皇恩に報ぜんこと 思はざるに忍びざるなり。 （中略）天下久しく治安に慣れ、朝野 苟且の論多く、群議或は戦を言ひ、或は和を言ふも、而も身を抜きんでて責に任ずる者な
し五十八
」 と回顧している。これより、 「義」 の実践であっ
たことが分か 。それも、 同年十一月二十七日、 兄梅太郎にあて、 国禁は百も承知の前なり、古人の所謂『事成ら 王に帰 事敗 ば
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息すれば逆焔も屏息せようが、吾が輩再び勃興すれば逆焔も再び勃興する、幾度も同様なり」と続け 「江戸居の諸友久坂・中谷・高杉なども皆僕と所見違ふなり。 其の分れる所は僕は忠義をする積り、諸友は功業をなす積
り六十六
」と記している。松陰の怒りと失望は想像に
程では何方時を待ちたりとて時はこぬなり。且つ今の逆焔は誰れが是れを激したるぞ、吾が輩に非ずや。吾が輩なければ此 千年立つてもなし。吾が輩あれば此の逆焔はいつでもある。忠義と申すものは鬼の留守の間に茶にして呑むやうなものではなし。吾が輩屏五十
　　
拙稿「吉田松陰における理想的武士観について─その
諫死観を中心として─」 （中国四国教育学会編『教育学研究紀要』第三八巻、一九九二年。 ）参照。松陰は、安政二年九月三日にも、 「君は君の道を尽して臣を感格すべし。臣は臣の道 尽くて君を感格すべし。父子兄弟夫婦も一理なり」 （ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、一五六頁。 ）
と述べている。
五十一
　「吉田松陰年譜」 （ 『全集』十巻、六六七頁） 。
五十二
　「亡命裁断書」 （ 『全集』十巻、四六頁） 。
五十三
　「東北遊日記」 （ 『全集』九巻、二七一頁） 。
五十四
　「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』七巻、一一七頁） 。
五十五
　「東北遊日記」 （ 『全集』九巻、一六七頁） 。
五十六
　
松陰は「東北遊」中の水戸から兄梅太郎にあて、亡命
は「年少の客気、書生の空論より出で候事と愧じ奉り候へども、太平の久敷き、気義将に地に墜ちんとす、読書人に非ざるよりは真に之れを知る能はず。気義の事は天下万世 関係し至大至重。窮達禍福、栄辱利鈍は一身一家の事にて、至小至軽」 （ 『全集』七巻、一二三頁 ）と述べ、また、後、同年六、七月頃には 「向に僕の亡せるは実に足 の知る所なり。豈に機会の来るや再びすべからず、欣然之れ 臨み、以て中国人は柔惰と爾云ふ者の口を塞がんと欲すと謂へるに非ずや。因つて已むを得ざるに逼 れて、此 訥々怪事を為せしに非すや」 （ 來原良三に復する書」 （ 『全集』六巻、三一五頁。 ）と述べている。藩邸亡命が確信的行動であったことが分かる奈良本辰也はこ 「亡命 を、 「長州藩の名を冠 て
恥だという理屈（中略）が児戯に類する」ことは松陰にも分かっていたとして、 「反逆」 （ 『吉田松陰』岩波書店、一九五一年、四九頁。 ）と述べている。
五十七
　「再び玄瑞に復する書」 （ 『全集』二巻、四二一頁） 。下田事件については、拙稿「下田渡海考」 （田中彰編『幕末維新の社会と思想』吉川弘文館、一九九九年。 ）参照。
五十八
　「幽囚録」 （ 『全集』二巻、四〇
─
四一頁） 。安政元年正
月二十七日、松陰は父杉百合之助にあて 米艦隊のことを、 「金沢沖に居然□□夷舶七隻碇を並べ居り候状態、実に切歯に堪へず、且つ日を逐ひて猖獗の形を顕はし、測量上陸 言語同断の趣に御座候」 （ 『全集』七巻、二二二頁。 ）と述べている。
五十九
　「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』七巻、二七六頁） 。
六十
　　
下田事件後の安政二年八月十六日、松陰は「余が米利
堅に往かんと欲」した時 「吾が師象山」が「余に」対し、「此の任深く忠義の志を蓄へ国の恩義を知る者に非ざれば、必ず大害を生ずるに至る、足下誠に其の任に当れり」（ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、一二〇頁。 ）と述べたと記し
ている。
六十一
　「益田弾正君に上る書」 （ 『全集』四巻、三五三頁） 。
六十二
　
松陰が野山獄で教育を開始した理由については、拙稿
「吉田松陰の女子教育」 （人間環境大学人間環境学研究所編『人間と環境
－人間環境学研究所研究報告書』第七号、
平成二十八年。 ）参照。
六十三
　
東洋学者であった金谷治は孟子について、 「理想を守
りつづけたかれの歩みには、少しの妥協もなかった。正
しいと信ずる道がついに現実の世界にうけいれられないとわかったとき、かれはそれを天命として、静かに瞑黙した。かれに残された仕事は、その理想を未来に託するための英才教育であった。そして、今日われわれが手にする『孟子』の文章の中には、 たぶんこの隠退生活の日々にかれが手ずから執筆し ものもあっ かと思われる。『孟子』七篇こそ、かれの息吹きを生ま生ましく伝える最も確実な資料である」 〔 『孟子（岩波新書青版五九八） 』岩波書店、一九七一年、三四頁。 〕 述べている。松陰が『孟子』に学んだことの中に、 この「英才教育」があったことは間違いない。
六十四
　「投獄紀事」 （ 『全集』四巻、四九六頁） 。
六十五
　
手紙には、 「先生此度正論赫々御苦心之程誠以奉感激
候然処天下之時勢も今日ニ至リ大に変諸藩斂鋒旁観仕候事甚以歎息之至ニ候得共将軍
　
宣下も相済人気稍静候得
ハ義旗一挙実に不容易事ニて却而社稷之害ヲ生候事必然之儀に御座 雖然幕吏猖獗有志之外諸矦より令隠居候乎或交易開ケ候上ニハ必旁観成ぬ勢ニ相成可申候方此時実に御互為国鞠躬尽瘁可仕夫迄ハ押胸斂鋒何よりも社稷之害仕出ぬ様 万々奉祈候急便早々不能（後略） 」 （ 「×高杉・久坂・飯田・尾寺・中谷より」 『定本全集』六巻、一四一頁。 ）とある。ただし、 同年正月九日に、 松陰は「在江の諸友交
〻
書もて余を戒めて」 （ 「擬明史列伝抄の後に
書す」 『全集』五巻、一三七頁。 ）と記しており、これ以外の手紙もあったものかと思われる
六十六
　「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』八巻、一八三─一八四頁） 。
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死易。従容就義
難七十三
」であろう。松陰が「義」を「死」にかえている
ことは、それがどのような形をとろうとも、この時点で、 「死」を予測した故と思われる。　
ところが、同月と思われる頃、松陰は同じく野村にあて、つぎの
ように記している。
餓死・諫死・縊死・誅死皆妙、卻きて一生を偸む亦妙。一死実に難し。然れども生を偸むの更に難きに如かざる事初めて悟れり。 」実に草莽の案なり。 （中略）時勢こそとまれかくまれ、義卿が崛起の人なり。放囚さへすれば、義卿は一人にても遣るなりと云へば粗暴に聞ゆれど、夫れは志なり。 （中略）自ら頼む所なきに非ず 間部を誅せんと十七人の連判を取付けた時、十七人実に死を辞せざりし。今義卿獄に下り村子盟 主れば、三人も伏策に与する人なし。 是れ が死すべからざる所以なり。何ぞ崛起人を他に求めんや。 （中略）吾れ必ず出獄の時あらん。出獄より五年は馬鹿な貌をして田里に居り、 其の後他国へ出る。他国へ出て五年して後事を挙ぐる時、年四十六歳なり。 （中略）義卿は苦死は出来ぬ男、甘死は長所敢へて 恥ぢず。何となれば情人なればなり。 （中略）強ひて死を求むるは苦死なり。他日十五年の後、一国か一道を騒がして後は十分の死罪が出来るから、甘死を遣つて見せるなり。 （中略）現所作をやらねば死ねぬ
く
。 （中略）義卿、義を知る、時を待つの人に非ず。
草莽崛起、 豈に他人の力を仮らんや。恐れな ら
　
天朝も幕府・
吾が藩も入らぬ、只だ六尺 微躯が入用 さ ど義卿豈に義に負くの人ならんや。御安心御安
心七十四
。
余りある。そして、 「時事に憤
慨六十七
」した松陰は断食を断行する。
　
やがて、松陰は伏見要駕策を立案する。実行者は野村和作であっ
た。しかし、これらにかかわったかどで入江杉藏は同年二月二十八日、岩倉獄へ収監さ 、また 伏見要駕策に失敗した野村も翌三月二十二日、同 れた。最後迄、松陰に従った入江・野村兄弟の収監により、松陰は打つ手を全 失った。 「 懣」の余り、松陰が同月二十六日頃より開始したのは、 「国家天下の事、
𢡛
鬱不平、
吾れ一日も此の世に居る事を欲せず 早々一死を賜り候様御周旋下され度く
候六十八
」という、 「知人」への「賜死の周旋」 「依
頼六十九
」であった。
　
これより、一連の政治行動も、松陰にとっては、命を懸けた「義」
の実践であったことが分かる。 以後、 松陰は野山獄で無為無策な日々を送ることとなる。　
安政六年五月十四日 そのような松陰に届いたのは、幕府からの
召還命令であった。兄杉梅太郎から聞いた際の松陰の第一声は、 「それは出来（か）し
た七十
」であった。松陰がこれで「義」の実践ができ
ると感じたことが分か
る七十一
。
　
同年四月二日、松陰は死に触れ、 「僕同志を求むる数年 初め
足下を得、重輔死せざるなり。大慶大慶。然るに『死生亦大』と荘生が一言格論格論。講究した上も講究して、 毫遺憾なき所へ行かねばならず候。 『慷慨死に就くは易く、従容死に就くは難し』 。此の語亦妙。勢に乗じ戦死等は易々に候へども 此の の死は随分難く候。何分相互に講究すべ
し七十二
」と、 野村和作へ送っている。この「慷
慨死に就くは易く、従容死に就く 難し」との原典は 松陰の愛読した浅見絅斎の『靖献遺言』 、その「巻六謝枋得」にある「慷慨赴
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であろう。 「義卿、義を知る」より、この「甘死」も「義」の実践と自覚していたことが分かる。　
同年五月二十五日、松陰護送の駕籠が萩を発つ。ところが、護送
途中、今度は、 「従容の死は自ら易し、慷慨の死は太だ難し。吾れ異論を好むに非ず、南冠と文山
と七十六
」と詠うのである。
　
これは、松陰が、すでに「放囚」の可能性を諦め、囚われのまま、
「死」を迎える可能性を予測した故であろう。よって、松陰が生涯憧れた、楠公のような「甘死」＝ 慷慨 」ではなく 「苦死」＝「従容の死」へ向けた、自身への覚悟を促す意味をもつものだったと思われ
る七十七
。
　
松陰はいう。 「一死」は「実に難し」 。しかし、 「生を偸むの更に
難き」ことを「初めて悟」った、と。これは松陰の「義」に生きることのできない苦悩故の一言であろう。続けて、松陰は何故か、 「放囚さへすれば」とか「吾れ必ず出獄の時あらん」と 突然、出獄に言及する。安政二年に出獄した経験故の希望的観測か、または 松陰の楽天的性格故の発言であろう
か七十五
。
　
そして、 「放囚」後のこととして、 国か一道を騒がして後は十
分の死罪が出来るから、甘死を遣つて見せるなり。 （中略）現所作をやらねば死ねぬ
く
」と述べている。これより、 「甘死」が「慷
慨の死」であることが分 る。とすれば、 苦死」とは、 「従容の死」六十七
　
松風会編『吉田松陰日録』松風会、平成十九年、二七
七頁。ただし、この断食は、 「門下の釈放という喜快事があり、父、母、叔父 説得もあり翌日中止」 （同書、同頁。 ）している。
六十八
　「來島・小田村・桂・久保宛」 （ 『全集』八巻、二六五頁） 。
六十九
　
松風会編『吉田松陰日録』松風会、平成十九年、二九
二頁。同年四月四日、松陰は入江にあて、 「僕が死を求むるは生きて事をなすべき目途な 。死んで人を感ずる一理あらんかと申す所と、此の度の大事 一人も死ぬもののなき、余りも
く
日本人が臆病になり切つたがむ
ごいから、一人なり 死んで見せたら朋友故旧生残つたもの共も、 少しは力を致して呉れうかと云ふ迄なり」 （ 『全集』八巻、 二八九頁。 ）と、 この時の気持ちを送っている。
七十
　　
「杉民治談話」 （ 『全集』別巻、四四九頁） 。安政六年五月十五日、松陰は父にあて、 「此の度の東行は国難に代るの存念に御座候へば、兼ての狂悖には随分出かし ると存じ奉り候。尤 幕吏対訊の事も御座候はば、正義と至誠とを以て百挫折せず、機に随ひ応接仕るより外之
なく、全く訐直激烈を宗とする訳には之れなく候間、何も御放念遊ばされ、不孝の段は御海恕祈り奉り候なり」（ 『全集』八巻、三四三─三四四頁。 ）と述べている。
七十一
　
安政六年正月二十八日、松陰は「若し又徳川扶助、公
武合体、勅旨尊奉、天朝へ忠節、幕府へ信義が宜しからずと申すことならば、天下の形勢と人心の向背とを以て一死を甘んじて弁争仕り候は 、最上に出でて 幕府の議論を一変し魯仲連の功を立つべし。果して然らば天下忠臣義士多く冤罪を以て召捕られ候も 一時 釈放 挙あるべし。最下に至りては本藩の幕疑を氷釈し貫高の志を遂ぐべし。元来幕府とても違 を好まるるには非ず墨夷に説き付けられ致方なく爰に至ることと覚え候。固より墨夷の神州の害をなすこ も知らざるに非ず。然れども墨夷弁説の人材なき故の事 相見え候」 （ 「愚按の趣」『全集』五巻、三二六頁。 ）と述べている。
七十二
　「野村和作宛」 （ 『全集』八巻、二八三頁） 。
七十三
　
近藤啓吾・金本正孝編『浅見絅斎集』国書刊行会、平
成七年、一六九頁。
七十四
　「野村和作宛」 （ 『全集』八巻、三一九─三二一頁） 。
七十五
　
金谷治は、孟子に関し、 「人間は、どんなにだまされ
ることがつづいても、やはり他人を信じていたいという希望を失うことがない。それが人間である。人間社会の平安は、人間どうしがたがいに完全な信頼関係にたつときに生まれ 。そして、道徳が栄えるのは、そのような楽天的な心情が普遍的になっ 時である。道徳の鼓吹者にとって楽天的な世界観 いかに必要であ か いうまでもない。 孟子が本質的に楽天家であるのは、 当然といってよかろう」 〔 『孟子（岩波新書青版五九八） 』岩波書店、一九七一年、八頁。 〕と述べいる。私は松陰に 全く同じイメージを っている。性格の類似も、松陰が孟子に引かれた原因の一つであろう。
七十六
　「縛吾集」 （ 『全集』六巻、二六九頁） 。
七十
　
嘉永元年、十九歳の松陰は、 「矩方性狂愚にして、少
くして慷慨の気あり。 白面の書生た を屑しとせずして、馬革尸を裹むの気象を愛す」 （ 「妻木士保に与ふ」 『全集』一巻、二二五頁。 ）と述べている。
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存じ奉り候。左なく候て同志の士をいとふと申す所計りに着眼いたし一すら申し鎮め候時は受公事に相成り、却つて奸人の為め 制せられ
候八十五
」と書していることである。
　
二点目は、日米修好条約の締結以後の我が国及び長州藩の政治的
状況を非と考えていた松
陰八十六
が、安政六年正月頃からの主要門人の離
反、最後迄従った入江・野村兄弟の岩倉獄収監 より、政治的行動手段をほぼ失ったこと。また、 「借牢」での入獄故、藩政府の要路者に対し、 政治的主張を述べる機会もほぼなく、 「義」の実践を「生」の意義と考える松陰には、耐 られない苦悩だったと思われることである。兄から江戸召還 聞い 際、 「それは出来（か）した」と返したことは、その証左になろう。　
三点目は、安政六年七月九日頃、松陰が高杉にあて、九日の「吟
味」の状況を記した後、続けて、 「今日の議論三あり。奉行若し聴を垂れて天下の大計、当今の急務を弁知し、一二の措置をなさば、吾れ死して光あり。 」若し一二の措置をなす能はずとも、吾が心赤を諒し、 一死を免せば吾れ生きた名あり。 」 若し又酷烈の措置に出で、妄りに親戚朋友に連及 、吾れ言ふに忍びずとも亦昇平の惰気を鼓舞する 足る、皆
妙八十七
」と述べていることである。これより、松陰
が奉行に対し、 「天下の大計、当今の急務」を説いたことが分かるとすれば、 「寅 死罪二あり、皆当に自首すべし」と 語ったことは、奉行の関心 自分の主張に向けるため 呼び水であったこととなる。つまり、松陰の発言は確信的行動であったことが分かるのである。　
しかし、結果的に、松陰は幕府の政策を転換させることはできな
　
とすれば、松陰が、続けて、 「吾れ異論を好むに非ず、南冠と文
山と」と詠ったことが理解できる。つまり、これは、晋の捕虜となりながらも、祖国楚への「節義」を貫いた「南冠」＝鐘儀、また、元の捕虜となっても、祖国南宋に殉じた「文山」＝文天祥の「義」の実践に、己のそれを重ね、 「義」を生き切る、との覚悟 披瀝だったのである。　
その後、松陰は評定所で取り調べを受ける。そして、幕府の尋問
した二件に関しては「全く無
罪七十八
」であった。
　
しかし、萩出発前、 「最上に出でては幕府の議論を一変し魯仲連
の功を立つべ
し七十九
」とか、 「小生事此の度江戸表に縛送せらるる由、 （中
略）小生兼ての覚悟なれば忠義も此の時と競ひ居り
候八十
」との思いを
披瀝していた松陰が、これで終わることに満足したであろうか。　
私はむしろ「寅、死罪二あり、皆当に自首すべ
し八十一
」と語り始めた
ところからが、松陰の「義」の実践開始宣言であった 考える。その根拠は三つある。　
一点目は、松陰の生真面目 且つ楽天的性格であ
る八十二
。松陰は、安
政二年三月、従兄弟である玉木彦介の元服を祝して贈った「士規七則」中に、 「士の行は質実欺かざるを以て要と為し、巧詐過を文るを以て恥と為す。光明正大、 皆是れより出
づ八十三
」と記している。また、
同年八月六日には、 「余寧 人を信ずるに失するとも、誓つ 人を疑ふに失することなからんことを欲
す八十四
」 と同囚に教えている。更に、
江戸での取り調べ後ではあるが 安政六年八月二十五日、 「小生料見にては已に召捕られ候上 大抵の事 明白に申立て奸正の御糺を相願ひ、奸人共と対決の手段が宜敷く 身 沈めて浮む瀬もあ
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松陰は基本的に「義」の内容を『孟子』に学び、また、人生にお
ける、具体的「義」の実践は孟子及び楠木正成の人生に学んだ。また、松陰が終生、孟子の「生」及び楠公の「生」 ・ 「死」に憧憬を抱いていたことは間違いない。　
よって、松陰の理想とした「死」＝「甘死」は、楠公の湊川の討
かった。そして、安政六年十月二十七日、松陰は刑場の露と消える。おわりに　
以上述べたように、吉田松陰における「生」の意義は「義」の実
践にのみあった。七十八
　
玖村敏雄『吉田松陰』岩波書店、昭和十七年、三四三
頁。これについては、玖村敏雄も「故に、これで終るなら松陰の生命はいさゝかも危むを要しないのである」 （同書、同 ）と評している。
七十九
　「愚按の趣」 （ 『全集』五巻、三二六頁） 。
八十
　　
「增野徳民宛」 （ 『全集』八巻、三四四頁） 。同日、入江杉藏には、 「耳のある吏が糾明し 呉れさへすれば
　
天
朝御幸福、幕府御平安、長藩目度 、吉田寅二郎の大志を遂ぐるなり」 （ 『全集』八巻、 三四六頁 ）と述べて る。また、死の直前 記した「留魂録」には、 「幕吏必ず吾が説を是とせんと志を立てたれども、 蚊蝱山を負ふの喩、終に事をなすこと能はず、今日に至る、亦吾が徳の菲薄なるによれば、今将た誰れ か尤め且つ怨まんや」 （ 『全集』六巻、二八七頁。 ）と記している。
八十一
　「高杉晉作宛」 （ 『全集』八巻、三六〇頁） 。
八十二
　
松陰は江戸召還を聞いた後、 「関東の行を聞きしより
は、 又一の誠字に工夫を付けたり。時に子遠死字を贈余是れを用ひず、一白綿布 求めて、孟子の『至誠にして動かざる者は未だ之れ有らざるなり』の一句を書し手巾へ縫ひ付け携へて江戸に来り、是れ 評定所に留め置きしも吾が志を表するなり」 （ 「留魂録」 『全集』六巻、二八七頁。 ）ということを行っている。松陰の性格が分かる。
八十三
　「士規七則」 （ 『全集』二巻、三〇九頁。 ）
八十四
　「講孟
劄
記」 （ 『全集』三巻、九八頁） 。
八十五
　「堀江克之助宛」 （ 『全集』八巻、三八二頁） 。松陰が屹度死を覚悟したのは、安政六年十月十六日である。松陰は安政六年十月六日 時点でも、 「小生落着如何は未だ知るべからず。死罪は免かるべし、 遠島にも非ざるべし追放は至願なれども恐らくは亦然らざらん。然れば重ければ他家預け、軽ければ旧に仍るなり。いづれ当年中にどちとか片付き申すべし、若 帰邸出来候はば老兄何卒一計を設け病用に託し一面 許し給へ、色々談じ度き事之れあるなり」 （ 「飯田正伯宛」 『全集』八巻、 三九九頁。 ）と送っている。
八十六
　
安政六年七月中旬、松陰は高杉に「僕江戸に来り墨夷
の事体見聞大に驚き、又竊かに喜ぶ 又深く惜しむことあり。墨夷本牧を以て未だ足らずとし江戸に来倨、市中自在に横行するは、応接条約等の表 て 当然の事には候へども、現在に目撃す ば随分驚き申し候。併し英夷阿片交易の事に付き瘍医を広東へ渡し治療を施させ、之れに継ぐに引痘を以て 等の苦心〈海国図志中粤東日報にみゆ〉其の思慮深遠と云ふべし。墨夷は人心 懐柔するの手段大い 英夷 劣る。是を以て竊かに喜び申し候。然れども機は得難く失ひ易し。墨夷 所為市中の人心を失ふとも、又数十年無事ならば人心も自ら貼服すべし。此の機会を失ふこと豈 惜しからずや。幕府初めは墨夷を倩ひて諸夷を制し諸侯を抑へんと欲す 而して今は何となく悔悟の色あり。悔悟するとも膺懲の奇策なければ淪胥与に喪ぶるの外致方なし。将た又京師 一条も
幕府最初の思ひ過にて、追々糾明あらば左まで不軌を謀りたる訳に之れなく候へば今亦少しく悔ゆ。是を以て今諸侯に於て誠に大切の時なり。今正議を以て幕府を責むるは宜しからず候へども、上策は彦根・間部等の所は誠実に忠告するに如かず、中策は隠然自国を富強にしていつにても幕府の倚頼となる如く心懸くべし。今藩政府幕府への嫌忌とみえて杉藏が獄さへ免ぜず、遊学生も容易には出さず、坐ながら事機を失ふ 残念なり。責ては中策にても だせかし。 」京師の一条に付き投獄の人少なからず、此の獄皆失策 り （ 『全集』八巻 三六八
─
三
六九頁。 ）と述べている。
八十七
　「高杉晉作宛」 （ 『全集』八巻、三六一
─
三六二頁。 ）同
年同月中旬、松陰は再び高杉 あて、 「僕去冬已来 死の一字大いに発明あり、李氏焚書の功多し。其の説甚だ永く候へども約して云はば、死は好むべきにも非ず、亦悪むべきにも非ず、道尽き心安んずる、便り是れ死所。 」世に身生きて心死する者あり、 身亡 て魂存す 者あ心死すれば生 る の益な 魂存すれば亡ぶるも損なきなり。 」 又一種大才略ある人 辱を忍 事をなす 妙。 」又一種私欲なく私心な もの生を偸むも妨げず。 」死して不朽の見込あればいつでも死ぬべし。生 て大業 見込あらばいつでも生くべし。 」僕が所見 ては生死は度外に措きて唯だ言ふべきことを言ふのみ」 （ 『全集』八巻、三六七
─
三六八頁。 ）と述べている。将に、 「生死は度外
に措きて」松陰は「言ふべきことを言」った であろう。
吉田松陰における「生」の意義と理想的「死」の認識
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死のような「慷慨の死」であり、また、 「苦死」は「従容の死」である。しかし、意に反し、松陰がむかえ のは「苦死」であった、ということができる。　
以上のことを、帰幽される直前の平成九年春、研究の指導をいた
だいた後、突然、 「松陰のいう『甘死』と『苦死』の意味を教えてくれ」と、聞かれた、恩師井上久雄先生の墓前に御報告したい。　
今思えば、あの時、先生は松陰の「甘死」 ・ 「苦死」の概念をすで
に分かっておられ、敢えて私 ために聞かれたのだと感じる。先生の御学恩の深さに改めて感謝しつつ擱筆する。〔付記〕本稿は第六十八回中国四国教育学会「教育の歴史」部会（平成二十八年十一月五日、鳴門教育大学教育学部）で報告した「吉田松陰における理想的武士観について
─
『義（＝「生」の意義） 』観
を中心として
─
」に、その後の論考を加え、まとめたものである。
　
なお、本稿執筆にあたり、本学の西山めぐみ助教〔名古屋大学博
士（心理学） 〕の御指導をいただいた。お名前を記してお礼とする。
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人間環境大学教授（日本近世教育史）
